













































































由緒を持つが、江戸時代に入ると、徳川光圀との関係もあって水戸藩内における東本願寺系寺院・門徒の「触頭」となっている。寺社奉行所とのやりとりや諸寺院への回文、また、本山東本願寺、東本願寺浅草御坊とのやりとりを示す文書 多数見出される。宗門送状や人別証文など、寺請・寺檀関係の文書も多くある。さらに本山免状 善重 歴代 継承やその周辺に関する史料もあり、由緒・法宝物目録などの記録も伝来ている。明治 大正期の堂舎再建等を示す史料も残る。水戸藩以来の廃仏毀釈や幕末動乱による戦火を逃れて、こうした多数の古文書類を伝存しえたのはたいへん貴重なことである。史料 読み込んでいけば、さらに多くの興味深 歴史的事実を見出すことができるであろう。
最後に、史料の整理・調査から今回の目録の作成・公開に至るまで、























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































縦二三・五㎝×横一六・四㎝＊内表紙右に「源義公寄附霊像」 、左に「常陸国東茨城郡酒門村善重寺再建事務所（朱印） 」 、名簿には島田蕃根 井上円了・九鬼隆一・榎本武揚など著名人名多数。
240　
聖徳太子五憲法・全
　　
一冊
　
刊本
　［Ｃ
21］
縦二四・八㎝×横一七・二㎝寛政九（一七九七）年二月尾陽應夢山主瑞春州識
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一一〇
241　
善重寺再奥ニ付復寺書上日記及入費請事留
　　
一冊
　［Ｄ
1］
縦二七・三㎝×横一八・四㎝明治十一（一八七八）年光圓寺住職藤教令所持
242　
明治十八年善重寺移転ニ付寄附帳
　　
一冊
　［Ｄ
2］
縦二七・〇㎝×横一七・〇㎝明治十八（一八八五）年八月
243　
明治十八年善重寺移転ニ付寄附帳
　　
一冊
　［Ｄ
3］
縦二五・二㎝×横一八・〇㎝明治十八（一八八五）年八月
244　
明治十八年善重寺移転ニ付寄附帳
　　
一冊
　［Ｄ
4］
縦二四・四㎝×横一六・二㎝明治十八（一八八五）年旧十二月
245　
明治十九年善重寺本堂移転経費不足追徴簿
　　
一冊
　［Ｄ
5］
縦二四・〇㎝×横一五・八㎝明治十九（一八八六）年五月
246　
元善重寺々号復旧之儀願
　　
一冊
　［Ｄ
6］
縦二四・六㎝×横一六・四㎝明治十一（一八八七）年十一月
 七日
247　
開墾地願
　　
一冊
　
仮綴
　［Ｄ
7］
縦二四・四㎝×横一六・八㎝
明治十八（一八八五）年十一月十日
　
大地主三浦登志（黒印） ・戸長菊池友輔（朱印）茨城県令島惟精殿
248　
明治十八年善重寺無縁墓記
　　
一冊
　［Ｄ
8］
縦二三・六㎝×横一五・七㎝明治十八（一八八五）年七月
249　
明治二十七年善重寺共有墓地人名簿
　　
一冊
　［Ｄ
9］
縦二四・〇㎝×横一五・七㎝明治廿七（一八九四）年四月
　
善重寺住職
　
三浦了円
＊表紙右に「明治廿七年四月十 日届謄本」
250　
開墾地願
　　
一冊
　［Ｄ
10］
縦二三・八㎝×横一五・ ㎝明治二十（一八八七）年四月四日東茨城郡高田相礎会
　
戸長
　
白井忠（朱印）
251　
光圓寺独立御認可願・契約書
　　
二枚（罫紙）
　［Ｄ
11］
縦二四・〇㎝×横三二・二㎝＊認可願　
光圓寺住職
　
藤教令
　
善重寺住職
　
梅田了因
　
執事渥美契縁（花押）
＊契約書
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一一一
明治廿三（一八九〇）年三月十六日光圓寺住職藤教令（朱印善重寺住職梅田了圓殿
252　
講金途納ニ付事跡御願立御影願
　
一冊
　［Ｄ
12］
縦二四・八㎝×横一七・〇㎝大正九（一九二〇）十二月 日
　
右寺住職
　
三浦彰圓
＊さらに書付内容あり。
253　
善重寺建設許可状
　　
一枚
　［Ｄ
13］
縦二八・二㎝×横一九・四㎝　　　
大正六（一九一七）年三月十九日
254　
制札建設願（ ）
　　
一枚
　［Ｄ
14］
縦二七・四㎝×横四〇・一㎝大正六（一九一七）年三月八日三浦彰圓ならびに檀家総代高木兼吉・益子宗吉 大森勇太郎茨城県知事力石雄 郎殿
255　
開教員任名状
　　
一枚
　
奉紙
　　
［Ｄ
15―
1］
縦二一・六㎝×横二八・ ㎝大正七（ 九一八）年四月（朱印）七日
　
教学部長
　
関根仁應
布教使補
　
三浦文頴
＊包紙上書「天津別院在勤申付
　
七年四月七日／并ニ開教員
　
同
日」 （包紙は
No
255～
256を一括）
256　
天津別院在勤申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
15―
2］
縦二一・六㎝×横二八・七㎝大正七（ 九一八）年四月（朱印）七日
　
教学部長
　
関根仁應
開教員
　
三浦文頴
257　
開教員任名状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
16―
1］
縦二一・五㎝×横二九・〇㎝大正八（ 九一九）年八月（朱印）十四日教学第一部主任
　
参務関根仁應
三浦彰頴＊包紙上書「京城別院在勤
　
八年八月十四日／并ニ開教員
　
同
日」 （包紙は
No
257～
261を一括）
258　
京城別院在勤申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
16―
2］
縦二二・五㎝×横二八・八㎝大正八（一九一九）年八月（朱印）十四日教学第一部主任
　
参務関根仁應
開教員
　
三浦彰頴
259　
公州布教所在勤申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
16―
3］
縦二二・〇㎝×横二七・九㎝大正十（一九二一）年十月（朱印）七日教学第一部主任
　
阿部惠水
京城別院在勤
　
三浦彰頴
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一一二
260　
鮮語実習申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
[ Ｄ
16―
4]
縦二二・六㎝×横一九・三㎝大正八（一九一九）年八月十四日教学第一部 朱印）開教員
　
三浦彰頴
＊罫紙「大谷派本山辞令用紙」使用。
261　
月手当金十二円支給（札）
　　
一枚
　　
[ Ｄ
16―
5]
縦二二・〇㎝×横七・二㎝（大正八〈一九一九〉年か）京城別院在勤
　
三浦彰頴
262　
徳川光圀書状
　　
一通
　
切紙（現状）
　［Ｅ１］
縦一五・五㎝×横四五・五㎝（年未詳）五月十六日
　
光圀
善重貴寺＊光圀は水戸藩第二代藩主。
263　
徳川光圀書状
　　
一通
　
切紙（現状）
　［Ｅ２］
縦一五・三㎝×横四五・ ㎝（年未詳）九月十二日
　
光圀
式部卿殿
264　
徳川綱條書状
　　
一通
　
切紙（現状）
　　
［Ｅ３］
縦一八・二㎝×横四五・五㎝
（年未詳）正月廿八日
　
水戸少将綱條（花押）
順教院＊綱條は水戸藩第三代藩主。
265　
徳川光圀覚書
　　
一通
　［Ｅ４］
縦二八・二㎝×横一三・二㎝延宝元（一六七三）年正月廿八日
　
水戸宰相光圀（花押）
＊伝親鸞筆名号を善重寺に安置するという覚書。
266　
光海（一如）書状
　　
一通
　［Ｅ５］
縦二一・九㎝×横三一・九㎝（年月未詳）十四日
　　
光（花押）
＊切封上書「順教院
　
光海」 。光海は東本願寺十六代一如。
267　
徳川光圀書状
　　
一通
　［Ｅ６］
縦一八・二㎝×横四八・五㎝（年未詳）正月廿八日
　
水戸宰相光圀（花押）
順教院
268　
徳川光圀書状
　　
一通
　［Ｅ７］
縦二九・六㎝×横四二・七㎝（年月未詳）十六日
　
□
＊切封上書「順教院
　
光圀」
（了）
